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No.16 寝屋川流域水循環系再生構想 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：寝屋川流域水循環系再生構想 
②対象流域または対象行政区界：寝屋川流域 
③策定の枠組み：策定主体 健全な水循環系構築に関する関係省庁連絡会議 

検討主体 寝屋川流域水循環系再生構想検討委員会 
 

策定の背

景、目的 

①背景 

『本構想は、平成１３年１２月４日に都市再生本部により決定された「都市再生

プロジェクト（第三次決定）」のⅢ項「大都市圏における都市環境インフラの再生」、

３節“水循環系の再生”の中の“（３）水循環系再生構想の策定”に基づき、モデ

ル流域調査として実施した成果を取りまとめたものである。モデル流域としては、

寝屋川流域のほか、神田川流域（東京都）を選定した。 
この再生構想案は、国の立場から、大阪府を中心とする寝屋川流域に関わるそれ

ぞれの主体に対する提言的な位置づけのものであり、大阪府をはじめとする関係市

を含む行政での詳細検討や、地域住民やＮＰＯとの連携、合意形成など、本再生構

想を成案として実行に移していくための今後の取り組みが肝要と考える。』 
 

②計画の基本理念・目標 

『「流域住民の主体的参加により、環境と人間活動のバランスをとりながら、人

間個人のための水から環境に重きをおいた公のための水に再配分する」 
・大量消費型水利用から、節水、有効利用・循環利用型水利用へ転換する 

・人間の水利用による汚濁発生量をできる限り削減する 

・人と生き物にやさしい環境（自然の水循環系）の回復 

・水文化の保全・再生 』 
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現況把握 流域（行政区域）の現況 

流域面積 ：２８７．６ｋｍ２ 

降水量  ：年１，４０８ｍｍ 

気温   ：１７．０℃ 

土地利用 ：市街地約６５％、 

工業用地約１０％ 

人口   ：２８０万人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 ①水環境 

・基底流量の減少 

不信等面積の増加による保水機能の低下により、河川が本来有していたであろ

う基底流量が減少していることが懸念されている。 

・水質汚濁 

下水道が整備途上であり、流域の大部分が低平地であるため感潮区間上流での

河川水が停留しやすく、水質が悪化してきた。 

・水辺環境の改善 

流域の中・下流域において、植生・生物種の減少、改修工事の未実施などの問

題が生じている。 

 

②利水 

・住民意識の改善 

水は有限な資源であるという前提での水利用の意識が遠のいている。 

・水の供給能力の不安定 

山地部の森林の減少並びに管理状態の悪化、田園地帯の都市化に伴い、水源涵

養機能が劣化しつつある。 

 

③治水 

・治水施設の整備 

地下河川や流域調整池、下水道増補幹線等の更なる整備が望まれる。 

 

寝屋川 流域図 
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対策の 

方針 

対策の基本方針 

1)水量 

水量の目標は、現在寝屋川流域が有する水資源量（降水量、淀川と大和川から

の導水量、水道等による給水量）を基本として、環境に重きをおいた公のための

水量を増すために、人間個人のための水量をできる限り削減するという観点から

それぞれの配分比率を変えていく。 

 

（参考）「人間個人のための水量」と「公（環境等）のための水量」の配分比

率の変化イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境を中心とする公共の水を増やすため、家庭や工場等で一度使われた水につ

いても下水道等による適正な処理を経た後、河川・水路の水辺環境等の改善等に

できる限り有効利用する。 

 

（参考）下水道等による処理水利用による水の有効利用量の変化イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)水質 

河川・水路の水質目標は、都市用水・農業用水の主な水源である淀川の水質と

同程度とする。 

 

3)水辺環境 

水辺環境の目標は、水辺の親水性や景観の向上、在来の動植物の保全・回復と

する。 
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具体的対

策の概要 

①具体的対策の概要 

基本理念、課題を踏まえた施策の方向性（施策メニュー） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[No.16 寝屋川流域水循環系再生構想]



 1-91

 ②実施スケジュール 
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